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１ はじめに 

  本市では、児童生徒数が徐々に減少しており、市全体の学校の小規模化が進む傾向にあ

ります。このような中、教育委員会では、平成２９年度に「鹿児島市立小学校・中学校の

学校規模適正化・適正配置に関する基本方針」を策定し、平成３０年度以降、住民説明会

や意見交換会を行ってきました。 

  明和校区の学校統合については、明和中学校が学校規模適正化の対象校となったことか

ら、地域において協議が開始されました。協議を進める中で、中学校の統廃合は、地域の

絆を喪失させる大きな要因となることから、地域に中学校を残すため、明和小学校と明和

中学校を統合した小中一貫教育校の設置を進めることが望ましいとして、令和４年５月に

策定された「明和校区まちづくりプラン第 2期」の中に、小中一貫教育校設置の要望書の

提出が明記されました。 

５年３月３０日、明和まちづくり協議会と明和小学校、明和中学校 PTAの連名で「小中

一貫教育校の設置に関する要望書」が提出されました。 

また、１０月には明和小中学校運営協議会からも文書（義務教育学校の設置に向けた施

策の推進を求める文書）が提出されました。 

このような状況を踏まえ、子どもたちのよりよい教育環境の確保を第一に、明和小学校

と明和中学校を統合して新しい学校を整備するための方向性を示すものとして基本構想を

策定します。 

 

 

２ 明和小学校・明和中学校の統合及び義務教育学校の設置方針 

（１）明和小学校、明和中学校を統合し、明和校区ならではの特色ある教育を行えるよう９

年制の小中一貫教育を行う施設一体型の義務教育学校を設置します。 

（２）新設する義務教育学校（以下、「新設校」と呼びます。）は、令和１２年４月の開校を

目指します。 

（３）新設校の設置場所は、既存校舎の耐力度調査の結果や校地面積の広さを踏まえて、現

在の明和中学校敷地とします。 

（４）現在の明和小学校内に設置されている児童クラブや校区公民館については、新設校の

敷地内への移設整備を行います。 

（５）その他、新設校の設置にあたっては、保護者や学校、地域の代表者に加え、学識経験

者を交えた「明和校区における義務教育学校あり方検討委員会（以下、「あり方検討委員

会」と呼びます。）」において、開校までに必要な事項などを各面から協議し、定めるも

のとします。また、検討の進捗状況は定期的に明和校区住民をはじめとした市民へお知

らせします。 
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３ 明和小学校・明和中学校の沿革 

（１）明和小学校の沿革 

   昭和４８年 ７月  第２原良小学校（仮称）として竣工 

        １２月  鹿児島市立明和小学校の校名決定 

     ４９年 ４月  開校式及び第 1回入学式 

         ８月  校章制定 

     ５０年 ３月  校歌制定 

     ５１年 ９月  プール完成 

     ５３年 ３月  校舎増築 

     ５８年 ３月  校舎増築 

     ６１年 ３月  校区公民館新築完成 

   平成１７年 ２月  校舎大規模改造工事完了（管理教室棟） 

     ２４年 ３月  明和児童クラブ 学校敷地内に移設 

     ２５年 ２月  屋内運動場大規模改造工事完了 

     ２７年 ４月  明和第二児童クラブ 学校敷地内で開所 

   令和 ５年１２月  創立５０周年記念式典 

 

（２）明和中学校の沿革 

   昭和５１年 ４月  開校式 

         ５月  プール完成 

         ６月  校章制定 

     ５３年 ２月  屋内運動場完成 

             校歌制定 

     ６２年 ２月  武道館完成 

   平成２５年 ３月  プール新設工事完了 

     ２８年 ３月  校舎大規模改造工事完了（管理教室棟） 

   令和 ７年１１月  創立５０周年記念式典 

 

 

４ 明和小学校・明和中学校の現状 

（１）児童生徒数と学級数の現状と今後の見込み 

   令和７年５月１日現在で、明和小学校の児童数は３６５人、学級数は１２学級（特別

支援学級を除く。特別支援学級は６学級）です。明和中学校の生徒数は１８８人、学級

数は６学級（特別支援学級を除く。特別支援学級は２学級）です。 

   今後の児童生徒数は、明和小学校は減少傾向ですが、明和中学校は横ばいの傾向を見

込んでいます。令和１３年度の見込みは、明和小学校の児童数は２８４人、学級数は 

１１学級（特別支援学級を除く。）で、明和中学校の生徒数は１９０人、学級数は６学級

（特別支援学級を除く。）となっています。 
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  児童生徒数と学級数（令和７年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

  ※ 学級数は特別支援学級を除く。 

 

 

  児童生徒数の推移と今後の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 令和１３年度は住民基本台帳人口を基に予測 

  

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

児童数 60 59 60 71 61 54 365

学級数 2 2 2 2 2 2 12
明和小学校

1年 2年 3年 合計

生徒数 69 59 60 188

学級数 2 2 2 6
明和中学校
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（２）学校施設の現状 

 【明和小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

㉕ 

棟番号 枝番 棟名 階数 建築年月 備考

1 管理教室棟 4 昭和49年3月 平成16年度大規模改造工事

2 管理教室棟 4 昭和49年3月 平成17年度大規模改造工事

3 普通教室棟 4 昭和51年3月

4 管理教室棟 4 昭和49年3月 平成17年度大規模改造工事

5 普通教室棟 4 昭和53年2月 令和3年度大規模改造工事

6 給食室 1 昭和54年3月

7 普通教室棟 4 昭和58年3月

8 給食室 1 平成元年8月

② 特別教室棟 3 昭和49年3月

⑨ 1 屋内運動場 1 昭和52年2月 平成23年度大規模改造工事

㉕ プール 1 昭和51年度

①
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 【明和中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

㉟ 

棟番号 枝番 棟名 階数 建築年月 備考

1 管理教室棟 4 昭和51年3月 平成26年度大規模改造工事

2 管理教室棟 4 昭和51年3月 平成26年度大規模改造工事

② 特別教室棟 4 昭和51年3月

1 給食室 1 昭和51年3月

2 給食室 1 昭和57年8月

1 屋内運動場 1 昭和53年1月 平成20年度大規模改造工事

2 玄関・サブアリーナ 1 平成21年2月

⑨ 普通教室棟 4 昭和53年12月

㉚ 武道場 1 昭和62年3月

㉟ プール 1 平成24年度

①

③

⑦
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５ 新設校の概要 

第二次鹿児島市教育振興基本計画や中央教育審議会の答申等の考え方を踏まえて、新設

校でめざすべき教育の方向性を示すとともに、施設整備の方針を示します。 

 

（１）新設校で目指すところ 

 

 

  ① 地域・家庭との連携・協働      ❶ 個性・主体性の尊重と探究的な学び 

  ② 心の育成・居場所づくり 

  ③ 個性・主体性の尊重         ❷ 心の育成と安心できる居場所づくり 

  ④ 学びの充実・探究活動 

  ⑤ 学校文化・雰囲気づくり       ❸ 家庭・地域との連携による協働の教育 

  ⑥ 安心・安全の環境 

  ⑦ グローバル・未来志向        ❹ 未来志向のグローバルな視点 

 

 

（２）新設校で目指す特色ある教育 

   鹿児島市初の市街地における義務教育学校として、地域性や立地等を生かした特色あ

る教育を検討します。 

   令和１２年４月の開校を見据えて、新設校の教育内容については、今後、明和小学校

及び明和中学校において、開校に向けての職員組織のあり方、９年間を一貫させた教育

の枠組みや内容、明和校区の特色を生かした教育を目指していくこととします。 

 

  ① 明和校区の特色を生かした教育 

    明和校区内の保育園や幼稚園との関係性を大事にしながら、新設校とのつながりを

持たせた教育を推進するとともに、将来的には近隣の高等学校等と連携した教育内容

も検討します。 

 

  ② 明和校区における人と人とのつながりを大切にした教育 

    人権教育や道徳教育を充実させ、人と人とのつながりを重視しながら、豊かな人間

性を育むとともに、学校と保護者・地域との関わりを大切にし、地域全体で児童生徒

を見守る雰囲気づくりを目指します。 

 

  ③ 明和校区の立地・人材を活用した教育 

    市街地という立地を活かした義務教育学校として、地域人材の活用に併せて、大学

や教育機関、企業等の人材の活用や、教員を目指す学生の研究・学びの場（インター

ンシップ等）として、外部のリソースを活用しながら、教育の質の向上を目指します。 

 

  

７つのキーワード 

 

４つの視点 
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  ④ 明和校区の将来を担う人材の育成 

    急激に変化する国際社会や情報社会に対応するために、語学力やコミュニケーショ

ン能力等を身につけるとともに、教育ＤＸ等の推進を図る中で、多様な価値観や見

方・考え方を身につけ、自己の考え方を発信できる人材の育成を目指します。 

 

  ※ 具体的な教育内容・計画を含めた教育課程編成については、関係法令等や今後改定

される学習指導要領及び求められる児童生徒の資質・能力を踏まえ、学校長の責任で

編成し、鹿児島市教育委員会が事務を管理し、及び執行することとされています。 

（関係法令：学校教育法、地方教育行政の組織及び運営に関する法律） 
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（３）整備方針 

  ・前期課程（小学校）と後期課程（中学校）の児童生徒や教職員同士がより交流・連携

しやすい施設一体型の義務教育学校を整備します。 

  ・令和６年度に実施した既存校舎の耐力度調査の結果や校地面積※の広さを踏まえて、新

設校の設置場所は現在の明和中学校敷地とします。 

  ・整備にあたっては、既存の中学校の教室に加えて、必要な小学校の教室数を確保する

ほか、小学校の児童が利用できるよう改修等を行います。 

・小学校に設置されている児童クラブや校区公民館については、移設整備を行います。 

  ・校舎等の既存施設については、活用可能な施設は必要な改修等を行い活用します。 

  ・プールは、民間施設利用等を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 運動場面積は、明和小学校：12,192 ㎡、明和中学校：18,251 ㎡ 

   ※ 市内小中学校の運動場面積の平均は、小学校：8,010 ㎡、中学校：12,515 ㎡ 

 

 

（４）児童生徒数と学級数 

   住民基本台帳を基に推計すると、令和１２年度の開校時の児童生徒数、学級数は次の

ようになります。施設の整備において、必要な学級数を確保します。 

 

【児童生徒数、学級数】                   （単位：人、学級） 

 

 

 

 

 

  ※ 特別支援学級は、開校時点の支援が必要な児童生徒数や障害の種別によるため、現

時点では記載していません。 

  

明和小学校 

明和中学校 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年

児童生徒数 46 41 54 60 55 60 66 64 72 518

学級数 2 2 2 2 2 2 2 2 3 19

合計学年

前期課程 後期課程

（従来の小学校） （従来の中学校）
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（５）整備の概要 

  ・現在の明和中学校敷地、校舎等を活用します。 

  ・管理教室棟や屋内運動場は、大規模改造工事を実施済みであることから、新設校にお

いても現状のまま活用を検討します。 

  ・特別教室棟は、築年数（49 年）や耐力度調査の結果を踏まえて、解体を検討します。 

  ・普通教室棟（築 47年、現在、倉庫等として使用、大規模改造工事未実施）は、改修の

ほか、解体・建替えを含めて検討します。小学校が統合することで不足する普通教室

や特別支援教室等を整備するほか、児童クラブや校区公民館を整備します。 

 

  ※ 上記内容を含めて整備の詳細な計画については、令和８年度に策定予定の基本計画

の中で検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      現状のまま活用 

      解体を検討 

      改修、解体・建替えを検討 

  

プール 

管
理
教
室
棟 

特別教室棟 屋内運動場 

普
通
教
室
棟 

武
道
場 
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（６）開校に向けたスケジュール（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全 体】 

  ① 基本構想 

    新設校で目指す教育や施設整備の大きな方向性を示します。 

 

 【ハード面】 

  ② 基本計画・基本設計・実施設計 

 

 

 

 

 

    ※ 基本計画（案）及び基本設計（案）が作成された段階で、保護者や地域住民の

方々への説明や意見をいただく機会を設けます。 

  ③ 工事 

②で計画・設計した施設の改修・解体・建替え等の工事を行います。工事にあたって

は、学校教育活動に支障がないように配慮します。 

 

 【ソフト面】 

  ④ 教育内容 

    令和８年度からは、明和小学校と明和中学校の連携を一層進めるとともに、教職員

が義務教育学校への理解を深めるための取組を行っていきます。１０年度からは、明和

整備段階の位置づけ 内　　　容

基本計画 方向性の決定 どのような整備をするか、必要な教室・機能、配置の考え方などを検討

基本設計 全体像の具体化 平面プランや構造方針など、建物の骨格となる設計を作成

実施設計 詳細確定 工事ができるレベルの詳細図面・仕様書を作成

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

【全体】

【ハード面】

【ソフト面】

①基本構想

➁基本計画・基本設計・実施設計

③ 工 事

➅ 校 名

➄ 保護者会組織

⑦ 校歌・校章

④ 教育内容

新

設

校

開

校



11 

 

小学校と明和中学校が教育委員会と連携し、学校運営協議会の意見を踏まえながら、

教育課程の編成を進めます。 

  ➄ 保護者会組織 

    既存のＰＴＡ組織と明和小学校、明和中学校において、新設校における保護者会組

織のあり方について検討していきます。 

  ➅ 校名 

    校名制定の方針・考え方について、教育委員会で整理した後、あり方検討委員会で

協議・検討していきます。 

  ⑦ 校歌・校章 

    校歌・校章制定の方針・考え方について、教育委員会で整理した後、あり方検討委

員会で協議・検討していきます。 

 

  ※ 上記のそれぞれの項目について、必要に応じて、保護者や地域住民の方々への説明

及び意見をいただく機会を設けます。 
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①道徳教育の充実 
 
②人権教育の充実 
 
③いじめ防止対策
をはじめとする
生徒指導の充実 

 
④青少年教育と体
験活動の充実 

 
⑤青少年を育む環
境づくりの推進 

 
①幼児教育の充実 
 
②学習指導の充実 
 
③特別支援教育の充実 
 
④教育の情報化の推進 
 
⑤キャリア教育の充実 
 
⑥郷土教育の充実 
 
⑦国際理解教育の充実 
 
⑧環境教育の推進 
 
⑨消費者教育の充実 
 
⑩主権者教育の充実 
 
⑪市立高等学校の振興 
 
⑫へき地・複式教育の
充実 

 
①学校体育の充実 
 
②健康教育・食育の
充実 

 
③安全教育の充実 
 
④防災教育の充実 

 
①学校運営の充実 
 
②教育課程の改善・
充実 

 
③教職員の資質向上 
 
④教育施設の整備・
充実 

 
⑤教育費の負担軽減 
 

⑥学校の規模適正化・
適正配置 

 

⑦私立学校等との連携 

 
①家庭教育の充実 
 
②生涯学習活動の 
 充実 
 
③学習成果の活用 
 
④生涯学習推進体 
制の充実 

 
⑤生涯学習機能の 
 充実 
 
⑥学習情報の提供、
相談機能の充実 

 
①文化芸術に触れ
親しむ機会の充
実と活動の促進 

 
②文化施設の活用
及び文化芸術情
報の発信 

 
③文化財の保存の
充実と積極的な
活用 

参考資料１ 

【第二次鹿児島市教育振興基本計画における「目指すべき教育の姿」と「施策」の関連図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 目指すべき教育の姿  
 
 【か】  鹿児島市に誇りを持ち、 

   【ご】  これからの時代に必要な生きる力を養い、 

     【し】  心身ともにたくましく、 

       【ま】  学び続ける人材を社会全体で育成します。 

 鹿児島市の教育の取組における基本的な考え方  

 子どもたちが夢と希望を持って、限りない可能性に挑戦できるよう、学校・家庭・

地域・事業者などが連携・協働しながら、情操や道徳心といった豊かな心をはじめ、

確かな学力、健やかな体の３つのバランスのとれた「生きる力」を育む教育を進めま

す。 

  誰もが、生涯にわたって学び続けることができるほか、文化芸術や歴史に親しむこ

とのできる環境づくりに取り組みます。 

【本市教育施策の方向性】 

(1)) 

 心を育む教育   

 と青少年教育 

 の推進 

 

(2) 

 個性と能力を  

 伸ばす教育の 

 推進 

 

(3) 

 体育・健康 

 ・安全の充実 

 

 

(4) 

 地域とともに 

 ある学校づく 

 りと教育環境 

 の充実 

(5) 

 家庭や地域の 

 教育力の向上 

 と生涯学習環 

 境の充実 

(6) 

 文化芸術の振 

 興と歴史・文 

 化資源の保存 

 と活用 
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参考資料２ 

【「令和の日本型学校教育」の構築を目指して 令和 3 年 1 月 26 日 中央教育審議会(答申)抜粋】 

 

９年間を見通した新時代の義務教育の在り方について 
（１）基本的な考え方 

・義務教育９年間を通した教育課程、指導体制、教師の養成等の在り方について一体的

に検討を進める必要 

・児童生徒が多様化し学校が様々な課題を抱える中にあっても、義務教育において決し

て誰一人取り残さないということを徹底 

（２）教育課程の在り方 

① 学力の確実な定着等の資質・能力の育成に向けた方策 

・新学習指導要領で整理された資質・能力の３つの柱をバランスよく育成することが必

要であり，ICT 環境を最大限活用し，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を充実し

ていくことが重要 

・児童生徒の発達の段階を考慮し，各教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から

教育課程の編成・充実を図る 

・小学校高学年への教科担任制の導入，学校段階間の連携強化，外部人材の配置や研修

の導入等が必要 

・発達の段階にかかわらず，児童生徒の実態を適切に捉え，その可能性を伸ばしていく

ことができるよう環境を整えていくことも重要 

・各学校段階を通した学びに向かう力の育成，キャリア教育の充実 

 ② 補充的・発展的な学習指導について 

ア 補充的・発展的な学習指導 

・指導方法等を工夫した補充的な学習や学習内容の理解を深め広げる発展的な学習を取

り入れる 

・必要に応じて異なる学年の内容を含めて学習指導要領に示していない内容を加えて 

指導 

イ 特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する指導 

・知的好奇心を高める発展的な学習の充実や，学校外の学びへ児童生徒をつないでいく

ことなど，国内の学校での指導・支援の在り方等について，遠隔・オンライン教育も

活用した実証的な研究開発を行い，更なる検討・分析を実施 

③ カリキュラム・マネジメントの充実に向けた取組の推進 

・各学校や地域の実態を踏まえ，教科等間のつながりを意識して教育課程を編成・実施 

・各学校が持っている教育課程の編成・実施に関する裁量を明確化するとともに，総枠

としての授業時数は引き続き確保した上で，教科等ごとの授業時数の配分について一

定の弾力化が可能となる制度を設ける 

（３）義務教育９年間を見通した教科担任制の在り方 

① 小学校高学年からの教科担任制の導入 

・義務教育９年間を見通した指導体制の構築，教科指導の専門性を持った教師によるき

め細かな指導の充実，教師の負担軽減等 

・新たに専科指導の対象とすべき教科（例えば外国語・理科・算数）や学校規模・地理

的条件に応じた効果的な指導体制の在り方の検討，小中学校の連携促進 

・専門性担保方策や人材確保方策と併せ，必要な教員定数の確保に向けて検討 

② 義務教育９年間を見通した教師の養成等の在り方 

・小学校と中学校の免許の教職課程に共通開設できる授業科目の範囲を拡大する特例を

設け，両方の免許取得を促進 

・中学校免許を有する者が，小学校で専科教員として勤務した経験を踏まえて小学校免

許を取得できるよう制度を弾力化 
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参考資料３ 

明和まちづくり協議会、明和小・中学校ＰＴＡから提出された要望書 

 


